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か
ら
車
人
形
の
芝
居
道
具
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の

伝
統
芸
能
を
継
承
し
、
復
活
さ
せ
よ

う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
復
活
公
演
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の

は
二
代
目
・
民
部
さ
ん
の
孫
に
あ
た

る
前
田
益ま
す
お夫

さ
ん
と
、
地
元
竹
間
沢

の
池
上
喜よ
し
お雄

さ
ん
。

　
「
三
芳
に
伝
わ
る
貴
重
な
人
形
芝

居
を
再
演
し
た
い
」
と
、
車
人
形
を

演
じ
た
こ
と
が
あ
る
前
田
近ち
か
しさ

ん

（
二
代
目
・
民
部
さ
ん
の
息
子
）
に

指
導
を
願
い
猛
特
訓
。
昭
和
47
年

（
１
９
７
２
）
6
月
18
日
、
２
０
０

人
以
上
の
来
場
者
の
前
で
約
50
年
ぶ

り
に
公
演
を
行
い
、
見
事
復
活
を
遂

げ
ま
し
た
。

竹
間
沢
車
人
形
保
存
会

　
住
民
の
手
に
よ
っ
て
守
り
継
が
れ

た
竹
間
沢
車
人
形
。
こ
の
灯
を
こ
の

先
も
守
り
続
け
る
た
め
、
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）
に
竹
間
沢
車
人
形
保

存
会
（
以
下
：
保
存
会
）
が
発
足
。

現
在
は
15
人
が
所
属
し
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
コ
ピ
ス
み
よ
し
公
演
に
向

け
た
練
習
や
体
験
教
室
な
ど
、
車
人

形
の
魅
力
を
伝
え
、
保
存
会
の
仲
間

を
増
や
す
た
め
の
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
■

守り継がれる
竹間沢車人形

1 1971 年、県が実施した人形芝居用具緊急調査で見つかった車人形

を動かす前田近さん。（『埼玉県人形芝居用具緊急調査報告書 埼玉の

人形芝居用具 下巻』埼玉県教育委員会 1983 年）目が不自由になっ

ていたが、人形の操り方は正確に覚えており、説経節も語ることがで

きた。2～ 6およそ半世紀ぶりに発見された車人形を復活させるため、

近さんの指導で稽古が始まり、復活公演を果たした。 7～16コピスみ

よしでの車人形公演。（※11・15 撮影：千代田路子）

竹
間
沢
車
人
形
は
江
戸
時

代
末
か
ら
明
治
時
代
の

初
め
頃
に
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
、
初
代
座
元
・
前
田
左さ
こ
ん近
さ
ん

か
ら
二
代
目
・
民み
ん
ぶ部
さ
ん
に
か
け
て

隆
盛
を
極
め
ま
す
。
し
か
し
、
映
画

な
ど
の
新
し
い
娯
楽
に
押
さ
れ
て
衰

退
。
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
を
最

後
に
、
興
行
の
記
録
が
途
絶
え
て
い

ま
し
た
。

三
芳
の
貴
重
な
人
形
芝

居
を
、
再
び
。

　
竹
間
沢
車
人
形
が
再
び
脚
光
を
浴

び
る
の
は
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）。

県
が
行
っ
た
調
査
で
前
田
家
の
納
戸
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